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中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画 

１．中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区 

まちづくり基本計画策定の背景・目的 

 

（１）今までの中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区のまちづくり 

①まちづくり基本計画を策定した背景・目的 

当地区は、桜井市中心部に位置し、子育て支援の拡充、在宅医療の充実、地域包括ケアシステムの構築、

健康づくり、消防力の向上、救急医療連携の充実を目指す目的で、平成 27 年 11 月 20 日に「中和幹線

粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本構想」を策定し、奈良県と基本協定

を締結しました。 

医療・福祉の新拠点施設として、奈良県庁舎系施設中部地域再配置計画で未利用となった、奈良県旧桜

井総合庁舎の活用を図ることとし、本基本計画に先駆けて、平成 27 年６月 10 日に「まちづくりに関す

る個別協定」を奈良県と締結し、本地区まちづくりの核となる桜井市保健福祉センター「陽だまり」を平

成 28 年８月１日に開設しました。また、防災の新拠点施設として、奈良県旧桜井土木事務所を改修し、

「新桜井消防署」を平成 29 年１月 19 日に開署しました。このような新拠点の整備により、この地区が

子育て、医療・福祉、防災の拠点として持続的発展と地区の活性化が図られるよう、効果的なまちづくり

を進めています。 

令和３年 9 月 21 日には市役所新庁舎が開庁し、併せて地域交流センターも開設しており、令和 4 年

11 月 4 日の外構工事の完了及び地域交流広場の開設をもって、市役所新庁舎がグランドオープンしまし

た。また、令和 4 年 11 月 30 日には桜井中央児童公園の再整備が完了しています。 

本計画は、「中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本構想」の実

現に向け、地域住民・行政が協働で実施すべきハード及びソフト事業等について策定した基本計画を更

新したものです。 

 

②まちづくり基本計画の位置づけ 

「中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画」は、基本構想で

定めたまちづくりの方針に対し、今後必要な健康づくり等の事業メニュー・実施主体等を関係機関と協

議のうえ作成しました。 

この計画をもとに地域住民・行政が協働して各種事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり」のこれまでの経緯 

日 これまでの経緯 

平成 26年 12月 22日  「奈良県と桜井市とのまちづくりに関する包括協定」締結 

平成 27年 6月 10日  「医療・福祉・防災の新拠点の整備に関する協定」締結（個別協定） 

平成 27年 11月 20日 

 中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区のま

ちづくり基本構想を策定 

 中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区のま

ちづくりに関する基本協定を締結 

平成 28年 8月 1日  保健福祉センター「陽だまり」開設 

平成 29年 1月 19日  新「桜井消防署」開署 

令和 3年 9月 21日  新「市役所本庁舎」開庁・地域交流センター開設 

令和 4年 11月 4日  新「市役所本庁舎」グランドオープン・地域交流広場開設 

令和 4年 11月 30日  「桜井中央児童公園」再整備完了 

 

■連携協定の一般的な流れ 

  

個別協定

（事業単位）

まちづくり基本構想策定 まちづ くり基本計画策定（本計画） 各事業の実施

財政支援額、支援方法等に

ついて合意

包括協定（市町村単位）

締

結
（平
成
26
年
12
月
22
日
）

中和幹線粟殿近隣

周辺地区まちづくり基本

構想の検討

（桜井市）

 まちづくりのコンセプト

や将来像、基本となる
取組みを記載する基本

構想を検討
 関係機関等との調整

基
本
構
想
の
策
定

（平
成
27
年
11
月
20
日
）

基本協定（地区単位）

中和幹線粟殿近隣

周辺地区まちづくり基本計画

や各事業計画の検討

（桜井市）

 各事業の内容、事業手法、

事業主体等の記載する基本
計画を検討

 協議会等の開催により、まち
づくりを推進する体制を構築

基
本
計
画
の
策
定

実施事業

（市町村）
締
結

実施事業

（市町村）

実施事業

（県）

締

結
（平
成
27
年
11
月
20
日
）

まちづくりを検討する地区

について合意

地区まちづくりの方針につい

て合意

中和幹線粟殿近隣 

（医療・福祉・防災の新

拠点施設）周辺地区まち

づくり基本構想の検討 

（桜井市） 
 

●まちづくりのコンセプトや将来

像、基本となる取組みを記載す

る基本構想を検討 

 

●関係機関等との調整 

中和幹線粟殿近隣 

（医療・福祉・防災の新拠点

施設）周辺地区まちづくり基

本計画や各事業計画の検討 

（桜井市） 
 

●各事業の内容、事業手法、事業主体等

の記載する基本計画を検討 

 

●協議会等の開催により、まちづくり

推進する体制を構築 
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（２）中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画の運用方針 

①管理運営の考え方 

中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画を推進するため、下

図のような PDCA サイクルで事業を企画、運営、評価、見直しを行い、必要に応じて適時、計画内容の

追加および見直しを行います。 

なお、計画及び事業の企画及び見直しについては、②に示す中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新

拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画運用のための組織体制において実施します。 

 

 

■中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり管理運営手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画運用のための組織体制 

中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり基本計画を推進するため、下

図のような「中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり協議会」を構築し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区まちづくり協議会組織 

 

Plan

DoCheck

Action

中和幹線粟殿近隣 
（医療・福祉・防災の新拠点施設） 

周辺地区まちづくり協議会 

[決定・承認機関] 

副会長（奈良県） 

委員 

≪奈良県≫ 
 地域デザイン推進局 
 県土マネジメント部 
 中和土木事務所 
 水循環・森林・景観環境部 

≪桜井市≫ 
 理事 
 総務部 
 市長公室 
 市民生活部 
 福祉保健部 
 都市建設部 
 まちづくり部 
 教育委員会事務局 
 

≪地区≫ 
 粟殿区 

 

事務局 

 桜井市総務部財政課 

会長（桜井市） 

必
要
に
応
じ
て
部
会
を
設
置
・
検
討 

コンセプトにもとづい
たまちづくりの事業案
を作成 

事業の改善・追加を
検討 

事業を実行 実行した事業を評価 
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（３）基本計画で定める内容及びエリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「新桜井消防署」を核とした安全・安心トライアングルの形成 

 桜井消防署を拠点として、地区内だけでなく、奈良県中央部、東部の消防防災を図ります 

 休日応急診療所の近接性を生かした救急医療連携の充実を図ります 

（３）人にやさしいネットワークの形成 

 公共交通網の形成や歩道のバリアフリー化など利用者にやさしいネットワークを確保します 

 ウォーキング等、健康づくりに寄与するネットワークを形成します 

 観光案内拠点の設置など、にぎわいを創出するネットワークを形成します 

 新庁舎を拠点とした「さくらいデジタル地域構想」の推進により、デジタル化の促進を図ります 

 地域交流イベント等の開催・支援等により、コミュニティの活性化を図ります 

＜基本計画で定める内容及びエリア＞ 

 

＜まちづくりのコンセプト＞ ＜まちづくりの基盤となる取組等＞ ＜現状分析及び課題＞ 

（１）「陽だまり」を核とした子育て、医療・福祉、健康トライアングルの形成 

 妊娠・出産・育児の切れ目のない支援の核として「陽だまり」を位置づけ、子育てのしやすい拠点

を形成します 

 市内各所に点在している「子育て」「医療・福祉」「健康」機能を集約し、連携を強化します 

 地域包括ケアシステムを構築し、地区全体で高齢者を見守る仕組みを作ります 

＜子育て環境＞ 

● 市全体としては少子化が進行し平成25年に県の出生率を下回るが、地区内は子ど

も及び子育て世代が多い。 

● 徒歩圏内からの子ども連れの公園利用が少ない。 

● 安心して子どもを遊ばせることが出来る公園の整備の要望が高い。 

● 中心市街地に公立保育所がなく、子育て相談、子どもの 

一時預かりなどの機能も不足している。 

● 母子健康、子どもの成長・発達見守り支援、親子の居場 

所について空白地帯となっている。 

● 母子保健事業の実施場所が不便であり、母子保健と児童 

福祉が連携不足である。 

● 乳幼児の定期健診、予防接種等、乳幼児保健業務の実施 

場所が不便でスペースも狭い。 

桜井市保健福祉セ

ンター「陽だま

り」内にて整備 

＜福祉・健康＞ 

● 市全体と比較して高齢者人口割合は少ないものの、高齢化が進んでいる。 

● 福祉施設が徒歩圏にある比率は高いが、医療施設は低い。 

● 医療・福祉施設として桜井市保健福祉センター「陽だまり」が平成28年に開設。 

● 市役所、保健会館および福祉センターが離れて 

おり、スムーズな連携を図ることが困難である。 

● 「地域医療福祉懇話会」での議論を踏まえ「地域 

包括ケアシステム」の確立が急務である。 

● 健康づくりの活動スペースでもある公園の利用が少ない。 

●  

桜井市保健福祉セン

ター「陽だまり」内

にて整備 

＜防災・医療＞ 

●粟殿近隣周辺地区は大地震時に震度７の揺れ、液状化が想定される。 

●防災・救助体制の充実、災害に強い人づくりが求められている。 

●広域消防組合桜井消防署の庁舎は耐震性がなく、大規模

災害時の拠点として機能が不足している。 

●築 50 年を迎えた本庁舎は耐震性能が不十分であり、かつ、建物や設備の老朽化

が進んでいる。 

●休日応急診療所の立地が不便な場所である。 

新桜井消防署

を整備 

桜井市保健福祉センター

「陽だまり」内にて整備 

＜移動手段・ネットワーク＞ 

●桜井駅を中心とした公共交通ネットワークが形成されている。 

●山の辺の道への誘導ルートが交通量の多い道路であり、歩道が整備不足である。 

●健康づくりに寄与するウォーキングルートが少ない。 

●観光案内拠点が整備されていない。 桜井市保健福祉センター

「陽だまり」内にて整備 
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２.まちづくりを進めていく上で必要な事業メニュー・実施主体・事業を実施する上での方向性など 

本基本計画は、確定している事業だけでなく、まちづくりのコンセプトである「子育て世代・高齢者をはじめ、人にやさしい医療・福祉・防災の拠点づくり」に向け、5 年以内に完了または着手する具体的な取組

に加え、これから取組んでいく必要のある事業も含めて策定したものです。（５年経過毎に改訂予定） ※ハード事業は実線表示、ソフト事業は点線表示 

（１）「陽だまり」を核とした子育て、医療・福祉、健康トライアングルの形成 

 

 

（２）「新桜井消防署」を核とした安全・安心トライアングルの形成 

 

  

１．桜井市保健福祉セン
ター「陽だまり」整備事業

市 ●健康・子育て・医療・福祉の拠点施設の整備 事業完了

２．桜井市新庁舎等建設事
業（地域交流センター・広場）

市
●市庁舎建替えに伴う地域交流センター・広場
の整備

事業完了

３．桜井中央児童公園
再整備事業

市
●子どもの遊び場として安全な遊具や遊び場、
バリアフリー化の整備

事業完了

市
●乳幼児健診や各種教室の実施、母子健康手
帳の交付

市
●妊娠から子育て中の保護者の相談や必要な
支援の紹介

市
●就学前の子どもと保護者が気軽に集える遊
びの場の提供

市 ●子どもの一時預かり機能の充実

市
●言葉や行動の面から心配される就園前まで
の子ども等を対象とした療育教室の実施

市
●地域の高齢者の住み慣れた住まいでの生活
を支援

市 ●認知症にやさしい地域づくり

ハ
ー
ド
事
業

ソ
フ
ト
事
業

４．妊娠・出産・育児の
切れ目のない支援事業

５．地域包括ケアシステム
構築事業

事業　主体 事　　業　　内　　容 Ｒ５～Ｒ９ Ｒ１０～ 事業手法

乳幼児健診、母子手帳の交付、各種健診等の実施

妊娠から子育て中の保護者からの相談や必要な支援の紹介

子どもの一時預かり機能の充実

親子ふれあい教室の開催

就学前の子どもと保護者が気軽に集える遊びの場の提供

地域ケア個別会議の開催

認知症カフェの開催

認知症サポーター養成講座の開催

地域包括支援センターと協働で高齢者の生活支援

６．桜井消防署の機能
移転整備事業

市
●桜井消防署を機能移転し、奈良県中央部、東
部の消防防災の拠点を形成

事業完了

７．桜井市新庁舎等建設事
業(災害対策・防災拠点)

市
●老朽化している桜井市役所本庁舎の建て替
えによる災害対策（防災）の拠点整備

事業完了

８．災害時避難場所整備
事業

市
●災害時の避難者用施設及び公園の防災機能
強化整備

事業完了

市 ●休日夜間応急診療所の運営

市
●救急医療体制の充実
●各種健診等の実施

Ｒ５～Ｒ９ Ｒ１０ 事業手法

ハ
ー
ド
事
業

ソ
フ
ト
事
業

９．「医療・福祉」、「健康」
機能の強化事業

事業　主体 事　　業　　内　　容

休日夜間応急診療所の運営

救急医療体制の充実

各種検診等の実施
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（３）人にやさしいネットワークの形成 

 

 

≪デジタル化による各種施策の推進・連携の取組み≫ 

 

県・市
●桜井市役所から桜井市保健福祉センター「陽
だまり」への歩道のバリアフリー化

市
●桜井市役所から桜井駅への歩道のバリアフ
リー化

11．地域内ウォーキング
ルート設定事業

市 ●アプリを利用したウォーキングの推奨

12．拠点を中心としたネッ
トワーク形成事業

市

●山の辺の道ウォーキング等の観光情報を新
庁舎から発信するなど、観光案内機能の強化
●新庁舎を拠点とした「さくらい・デジタル地域構
想」の推進による迅速な情報発信・共有

13．地域美化活動事業
市民・企業・
事業者、市

●市民や来訪者がいつでも気持ちよく利用すること
ができる公園や歩道の維持・管理・清掃活動の実施

14．賑い創出事業
市民・企業・
事業者、市

●地域交流イベント等の開催等

ソ
フ
ト
事
業

Ｒ１０ 事業手法

ハ
ー
ド
事
業

10．歩道のバリアフリー化
事業

事業　主体 事　　業　　内　　容 Ｒ５～Ｒ９

情報コーナーからの観光情報の発信

公園、歩道の維持・管理・清掃活動の実施

桜井駅粟殿線東側歩道のバリアフリー化整備

桜井市役所から桜井市保健福祉センター「陽だまり」への国道169号西側歩道のバリアフリー化整備

地域交流イベント等の企画・立案・開催の支援等

新庁舎を拠点としたデジタル化による各種施策の推進・連携

アプリを利用したウォーキングの推奨

地域交流イベント等の継続支援
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9 「医療・福祉」、「健康」機能の強化事

業 12 拠点を中心としたネットワーク形成事業 

14 賑い創出事業 
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３.事業推進に向けた取り組み 

中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区のまちづくりのコンセプト（子育て世代・高齢者をはじめ、人にやさしい医療・福祉・防災の拠点づくり）の実現に向け、まちづくり方針の３つの柱

ごとに整理した事業について、スケジュール・タイミングを明確にするとともに各事業がどのような役割を果たしているかを意識し、官民連携のもと戦略的に取り組みます。 

本地区では、人にやさしい医療・福祉・防災の拠点を形成するためのコアとなるプロジェクトを優先的に実行し、それらプロジェクトの連携を意識した取組を進めることで機能強化を図ります。このことで、拠点

としての一体性・イメージ強化を図り、拠点としての存在感を高め、市全体へその整備効果を波及させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区として、子育て世代・高齢者をはじめ、人にやさしい医療・福祉・防災拠点の構築 

 

本地区を拠点とした桜井市全体への整備効果の波及（子育て世代・高齢者をはじめ、人にやさしいまちづくり） 

■新桜井消防署開設 ■保健福祉センター「陽だまり」整備・開設 

妊娠・出産・育児の切れ目の

ない支援事業 

休日夜間応急

診療所の運営 

まちづくりコンセプトを具体化するコアプロジェクト

（施設整備）の実行 
 

桜井消防署機能移転 

■歩道のバリアフリー化 

■デジタル化の促進 

人にやさしいネットワークの形成 

 

「陽だまり」を核とした子育て、医療・福祉、

健康トライアングルの形成（施設間の連携） 

 

 

 

新桜井消防署を核とした安全・安心のトライア

ングルの形成（施設間の連携） 

 
・地域包括支援センター間のコーディネート 

・就学前の子どもと保護者が気軽に集える遊び 

の場の提供 

などソフト事業の展開・充実 

・救急医療体制の充実 

などソフト事業の展開・充実 

・主要経路のバリアフリー化 

・地域内ウォーキングルートの新設 

など広域連携も意識したネットワーク充実 

・デジタルネットワークの構築 

 

■桜井中央児童公園整備 

取組実績 

取組を地区内全体へ波及 取組を地区内全体へ波及 
 

取組を地区内全体へ波及 
 

安全な遊び場整備 

■桜井市役所本庁舎建て替え・（新庁舎）開設 

地域交流センター・

広場整備 

災害対策（防災）拠点と

しての機能強化 

施設連携を支えるハード・ソフトの充実による拠点

性・拠点イメージの強化 

短期的取組 

中長期的取組 

災害時避難場所整備 
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４.基本構想の目標に対する事業効果（ＫＰＩ）について 

基本構想の目標に対する事業効果（ＫＰＩ）の設定については、今後の運用面を鑑み、本地区を重点プロジェクトとして位置づけている「桜井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」等関連計画で設定している事業

効果（ＫＰＩ）を参考に評価指標を抽出し、本地区における目標値を設定します。 

【令和４年度までの事業目標】 

関連する取組 指標名 実績 数値目標（Ｒ４） Ｒ３年度末実績数値 

（１）「陽だまり」を核とした子育て、医療・ 

福祉、健康トライアングルの形成 

地域子育て支援拠点利用者数 ９，７９８人（Ｈ２６） ２０，０００人 １２，７５７人 

ファミリーサポート登録会員数 

（依頼会員・援助会員） 
０人（Ｈ２６） １００人 ３７５人 

子育て支援に関する公園の改善要望 

※子育て世代への全市的な市民アンケート調査を引用 
５６．６％（Ｈ２６） ４０％   

認ともサポーター会員数 ２８人（Ｈ２８） １００人 ６６人 
（２）「新桜井消防署」を核とした 

安全・安心トライアングルの形成 災害対策（防災）拠点の耐震化整備率 ６６．６％（Ｈ２８） １００％ １００％ 

（３）人にやさしいネットワークの形成 

バリアフリー化整備率 

（桜井駅～桜井市保健福祉センター「陽だまり」間） 
７２％（Ｈ２８） １００％ １００％ 

地域美化活動回数 １８回（Ｈ２８） ２５回 １２６回 

※令和４年度までの目標達成状況について※ 

 ・地域子育て支援拠点利用者数は、目標数値まで未達のため、今後も継続して数値の上昇を図ります。 

 ・ファミリーサポート登録会員数は、大きく目標数値を上回っているため、今後は現在の会員数の維持を図ります。 

 ・子育て支援に関する講演の改善要望は、桜井中央児童公園再整備後にアンケートを実施し、効果測定を行う予定です。 

 ・認ともサポーター会員数は、数値目標まで未達でしたが、今後は認知症サポーター養成講座として事業名称等を変更して受講者数の増加を図ります。 

 ・災害対策（防災）拠点の耐震化整備率及びバリアフリー化整備率は、共に一定のルートができましたので、１００％達成としています。 

 ・地域美化活動回数は、目標を大きく上回る数値となっていますが、今後は継続性を重視して活動回数の維持を図ります。 

  

【令和５年度からの事業目標】 

関連する取組 指標名 実績 数値目標（Ｒ９） 

（１）「陽だまり」を核とした子育て、医療・ 
福祉、健康トライアングルの形成 

地域子育て支援拠点利用者数 
１２，７５７人 

(Ｒ３) 
２０，０００人 

ファミリーサポート登録会員数 

（依頼会員・援助会員） 

３７５人 

(Ｒ３) 
３５０人 

認知症サポーター養成講座受講者数 
１７３人 

(Ｒ３) 
１８０人 

（２）「新桜井消防署」を核とした 
安全・安心トライアングルの形成 休日夜間応急診療所の実働医師数 

４７人 

(Ｒ３) 
５３人 

（３）人にやさしいネットワークの形成 

地域交流イベント来場者数 
３，５００人 

(Ｒ１) 
４，０００人 

地域美化活動回数 
１２６回 

(Ｒ３) 
４０回 

 


